
 
 
 
 
 
 
 
 

第６回 大河津可動堰特定構造物改築事業監理委員会 

の審議結果について 

 
北陸地方整備局信濃川河川事務所は、大河津可動堰改築事業において、適切な事業

執行及び総合的なコスト縮減策について専門家等の第三者から意見・助言を頂くため、

「第６回 大河津可動堰特定構造物改築事業監理委員会」を下記のとおり開催しました

ので、その審議結果をお知らせします。 

 

 
１．開催日時  平成２５年５月２１日（火） １３：３０～１６：３０ 

 

２．開催場所  信濃川大河津資料館（２階会議室） 

        新潟県燕市五千石 

 

３．審議結果 

○ 事業の進捗状況及びコスト縮減計画について事務局より説明 

・ 平成２５年度完成までの全体事業計画工程、平成２４年度の工事

実施内容及び平成２５年度の事業実施予定を説明。（別紙－１） 

・ コスト縮減の実施状況及び今後の予定について説明。（別紙－２） 

 

○ 委員会からの意見 

・ 事業最終年度であることから、全体事業費を踏まえた厳格な予算

管理・工程管理を行い、平成２５年度の事業完了に努めること。

なお、コスト縮減の取り組みは継続して実施すること。 

 

○ その他 

・ 次回委員会を最終とし、本事業の完了後に開催することで了承。 

 

記 者 発 表 資 料 

平成２５年 ５月２２日 

本資料の発表をもって解禁 

同時発表記者クラブ 

 

長岡市記者会 

長岡地域記者会 

燕市報道各社 

業界紙 

北陸地方整備局信濃川河川事務所 

    広報担当 専門官 清水 克之（内線 406） 

            電話） ０２５８－３２－３０２０ 

            FAX） ０２５８－３３－８１６８ 

【問い合わせ先】 



平成２４年度工事施工範囲平成２４年度工事施工範囲

平成2４年度 工事施工状況（平成2５年3月1２日撮影）

管理橋下部工・・・足場盛土・右岸橋脚４基・右岸橋台
管理橋上部工・・・桁製作・架設
低水護岸工・・・・右岸上下流
高水護岸工・・・・右岸
高水敷保護工・・・右岸旧可動堰周辺
遮水矢板工・・・・右岸高水敷
撤去工・・・・・・旧可動堰
高水敷造成工・・・上流低水路掘削・下流山地掘削・仮置土砂

平成２５年３月１２日撮影

別紙－１



管理橋上部工・・・右岸部架設
低水護岸工・・・・右岸
高水敷造成工・・・上流低水路掘削・下流山地掘削・

仮置土砂
高水護岸工・・・・右岸
高水敷保護工・・・右岸
管理橋右岸取付・・盛土工・舗装工
撤去工・・・・・・旧可動堰・大河津床留

平成2５年度 工事予定

上流低水護岸

旧可動堰撤去

灰色：H23までの施工済箇所
黄色：H24施工済箇所
赤色：H25施工箇所

大河津床留撤去

下流低水護岸

平成２５年３月１２日撮影

上流低水路掘削
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遮水矢板工

高水護岸工

高水敷造成工

高水敷保護工

管理橋上部工

管理橋右岸取付

高水敷造成工

旧可動堰撤去

下流低水護岸



予算管理の状況

増
額
要
因

減
額
要
因

・平成１６年７月新潟・福島豪雨による追加措置の対応 約 ４５億円
・鋼材価格の上昇等【本体、ゲート、管理橋】 約 ３０億円
・耐震設計基準変更に対応した構造変更等 約 ２５億円
・予期せぬ遺跡発見に伴う埋蔵文化財調査 約 １０億円
・その他 約 ２０億円

合計 約１３０億円

・工法の見直し、施工者の技術提案によるコスト縮減 約 ４０億円
・事業計画範囲の見直しによるコスト縮減 約 ３０億円
・落札差金【本体Ⅰ期工事、ゲート工事など】 約 ６０億円

合計 約１３０億円

＊）この金額については現在精査中であり、今後変更する可能性がある

別紙－２



第６回大河津可動堰特定構造物改築事業監理委員会 開催状況 参考資料

委員会審議状況

現地視察状況


